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『尖塔』に見る淀 と享楽

(LawandPleasureinTheSpire)

杉 村 泰 教

ゴールディング (William Golding)の 『尖塔』(TheSpire)は,作者が

最も関心を寄せるテーマが顕著に示されている作品の一つである｡ 作者は,

｢綻｣とそれを解体する諸要素との敵酷から生ずる人格破壊の現状をしばしば

描 く｡そこでは,自己の存在の核心が脅かされ,自己像が壊滅し,主体的時

間意識が失われる｡

ソールズベリー寺院 (theSalisburyCathedral)の初代主教をモデルにし

たと考えられる 『尖塔』の主人公ジョスリン神父 (DeanJocelin)の堕落に

関しては,ゴールディングの他の小説の主人公同様,心の奥底に巣食う闇,

いわば人間に内在する悪の為せる業であるというような漠然とした説明が行

なわれてきた｡しかし,このような暖味な解釈ではゴールディングの描 く世

界の真の理解には到らない｡作者は,作品の至る所に ｢綻｣とそれを解体す

る諸要素を並列させ,｢捉｣による支配の強化が解体要素の勢力を一層職烈な

反撃に駆り立てる事実を示唆している｡ジョスリンを拘束する錠とは,神の

綻,首席司祭としての責務,寺院の威光の保持,そしてそれらすべての象徴

としての尖塔建立の必要性などが考えられるが,これらと関連して,性の禁

忌のようなものがこの牧師の精神を最も深いところで束縛しているように思

われる｡ ジョスリンがこれらの錠を守りぬこうとする努力が,逆に錠を解体

する力を醸成し,錠の強化が錠の崩壊を加速するという皮肉な結果を寺院の

内外にもたらすことになる｡ 淀の解体は,寺院の内紛,労働者の離反,犠牲

者の続出,暴力と退廃,ジョスリンの自己像崩壊,内的時間意識の喪失など

の現象を継続的に生み出してゆく｡特に,錠の強化の苦痛がその極限におい

て自己崩壊の享楽に転ずるという矛盾した心的傾向が,淀による統制を一層
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困難なものにしている｡

これらはいずれも,作者が各作品の中で首尾一貫して追求している主題で

あり,ゴールディングの作品の核を成す部分であると考えられる｡本稿では,

この部分に様々な角度から光を当てることにより,ゴールディングの作品に

共通する根本問題の解明に努めるつもりである｡

Ⅰ

綻とその対立要素との奇妙な融合は,ジョスリンが,ふとしたはずみで目

の錯覚に陥るところから始まる｡彼の目には,微細な塵攻の浮かぶ光線の束

が重量感のある物体に見えたり,尖塔建立のための工事現場 と化した寺院の

内部が,ある種の異教徒の寺のごとくに感じられたり,バールで石の平板を

持ち上げては下ろす二人の工事人夫が,異教秘儀を行なう僧侶の姿に映った

りする｡

ジョスリンが寺院の威光を誇示する一方で,寺院の秩序は次第に内憂外患

に曝され始める｡ 内にあっては,尖塔建立の是非をめぐる聖堂参事総会での

意見の対立によりジョスリンの聴罪司祭アンセルム (FatherAnselm)が離

反し,外にあっては,最も有能な石工の一人が喧嘩で仲間に殺されたり,ジョ

スリンの忠実な寺男パ ンガル (Pangall)の身体的欠陥を災いの源と考え,こ

れを排除しようとする人夫の集団が,彼に理不尽な虐待を日常的に加え,つ

いには彼を尖塔の人柱として本堂の通路の地下に埋めてしまう｡ 生費を立て

ることによって集団の結束を固めるというスケープゴー ト独特の機能が,既

にここに示されているのである(ol)生費を出してまで尖塔建立のために寺院の

内外の勢力の結集を図るジョスリンは,しかしながら,その意図とは全 く裏

腹な結果を招 くことになる｡ 雨が降り続 くと工事現場一帯に漂う悪臭,土台

(1)MarkKinkead-WeekesandIanGregor,WilliamGolding:ACriticalStudy
(London:FaberandFaber,1985)211.VirginiaTiger,Wl'lliamGolding:The
DarkFieldsofDiscovePy(London:MarionBoyars,1976)193.
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造成作業に逆らうかのように次第に軟弱化する地盤,傾き震え捻る柱- こ

れら一連の思いもかけない事実が彼の目の前で次々に明らかにされてゆく｡

転落事故によって労働者の中に犠牲者が更にもう一人出たことを契機に,

参事の間にも聖歌隊の子供たちの間にも混乱が生ずる｡ 子供たちは訳もなく

叫び,病的に興奮した笑い声を発し,古参のチャンセラーは,礼拝式で普通

では考えられないような奇妙な行動をとる｡ 教会の典礼は,臭気の漂う薄暗

闇の中で死や老齢に怯えながらとり行なわれるようになる｡

一つの目的をもった集団が,犠牲者の増加につれて混乱し崩壊してゆく例

は,既にゴールディングの 『蝿の王』の中に極めて明白な形で描かれている｡

無人島で救出を待ちながら,集団生活の錠を守って秩序ある生活を送る少年

たちが,一頭の雌豚を捕獲して食料とするにとどまらず,その首を,彼らが

想定した得体の知れない不気味な怪獣の厄払いとして生費に供した時点で,

集団に質的変化が生ずる｡ なし崩し的に規律が破られ,それを立て直すため

に仲間を次々とスケープゴートに仕立てるに到って,ついに全員が暴徒と化

するのである｡

同じ図式がこの寺院にも当てはまる｡ 但し,ここでは既に喧嘩の犠牲者が

一人出た段階で話が始まるため,『蝿の王』の冒頭に見られるような秩序整然

としたまとまりは次第に失われつつある｡加えて,町には疫病流行の噂もあ

り,地域全体に陰欝な空気が立ちこめている｡パンガルに対する虐待は,い

わば,こうした厄を払うものとして行なわれるのである｡寺院の規律の乱れ

は,棟梁のロジャー (RogerMason)がパンガルの妻グッディ (Goody)と

不義を犯すに到って一層加速されてゆくo司祭としての立場上,永きにわたっ

て無理に抑え続けてきたジョスリンの,グッディに対する熱い情念が,この

一件に触発されてにわかに燃え上がる｡ 尖塔を立てるという苛酷な責務が,

この瞬間,phallusの享楽に転ずるのである｡実は,この尖塔とphallusの交

錯した幻影を,ジョスリンは尖塔の模型の段階から既に意識していた｡

Themodelwaslikeamanlyingonhisback.Thenavewashislegs
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placedtogether,thetranseptsoneithersidewerehisarmsoutspread.

Thechoirwashisbody;andtheLadyChapelwherenowtheservices

wouldbeheld,washishead.Andnowalso,springing,projecting,

bursting,eruptingfromtheheartofthebuilding,therewasitscrown

andmajesty,thenewsplret2)

寺院の威光への執着がグッディへの情欲を募らせる状況,逆に,情欲を募

らせるにつれてますます彼が寺院の権威にこだわる有様が,その明白すぎる

象徴によってはっきりと示されている｡神の淀を実現するための寺院の権力

の強化が退廃と享楽を生み出すという皮肉な現象が拡大してゆく｡ジョスリ

ンが擁護する神の錠には,女性 との性的関係を切 り捨てる淀が暗に含まれて

いるように思われる｡ 彼は異常に嫌悪感を募らせて ｢性｣を排除し,そのこ

とに誇 りすら感じている(03)レイチェル (Rachel)とロジャー,グッデイとパ

ンガルは,事実上,夫婦関係が途絶えているが,正にこの理由でジョスリン

は彼らをことさらに取 り立てたといえよう｡なぜなら,ジョスリンがグッデ

イとパンガルとの結婚を斡旋したのは,パンガルの性的不具を知 りぬいての

上であったからである｡ロジャーの妻レイチェルも,なんらかの性的障害に

悩んでいるような印象を受ける｡ 性的関係を切 り捨てる錠に縛られたジョス

リンにとって,グッデイへの愛を持続させるためには,｢性｣を排除した世界

に彼女を永久に封じ込めておく必要があった｡だが,このような性関係の排

除が却ってグッデイとロジャーを不義な行為に走 らせ,ジョスリン自らも

グッデイへの充たされぬ欲情に苛まれ,苦痛の極限状況において自我が粉々

に解体されるような快感を味わうのである｡ 錠が女性の ｢性｣ を ｢汚れ｣と

して排除するならば,逆に｢汚れ｣そのものが錠を直撃し,控の拠 り所となっ

(2)WilliamGolding,TheSpire(London:FaberandFaber,1974)8.以下 『尖
塔』のテクストはすべてこの版により,引用文及び言及のあとにページ数のみ記
す｡

(3)Kinkead-WeekesandGregor217.
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ている自我を解体することはクリステヴァ(JuliaKristeva)も指摘している｡

｢汚れ｣("abjection")は母胎の生殖活動に伴うものとして母の権限の下にあ

り,魅惑的であるとともに恐怖を与えるものでもある｡(4)この｢汚れ｣の反撃

を被ると,主体の自我が母胎の中にとりこまれる危険性がある｡ ジョスリン

の苦痛と快楽は,自己の存在が,グッデイを ｢母｣,ロジャーを ｢父｣とする

エディプスの三角形に組み込まれて脱出することのできない幼児に特徴的な

ものと考えられる｡ジョスリンが,グッデイに ｢母｣を感ずる時の苦痛と涙

がこのことを如実に物語っている｡ "Onthosedayshewouldclimbeagerly,

likeachildthatseekscomfortfromitsmother.Onlybedidnotcareto

thinkofamother.Ifhedid,Goodywithherhiddenredhairwouldstab

hismindandpricktearsoutofhiseyes"(112).ゴールディングの扱う主要

な登場人物には,このエディプスの枠組みから逃れられない者が多い｡既に

述べたように,『蝿の王』の少年たちも,子豚の群れに囲まれた母豚を生費に

上げたことによってその復讐を受け,集団の錠を崩壊の危機にさらす｡事実,

サイモン(Simon)は,自分の全身が母豚の生首の暗黒の口の中へ吸いこまれ

ていくような感覚を体験し,ジャック (JackMerridew)は,水に映った自

分の姿を捉えることができない｡"He[Jack]knelt,holdingtheshellof

water….Helookedinastonishment,nolongerathimselfbutatan

awesomestranger･〟(5)

｢汚れ｣を除去して ｢綻｣を強化すればするほど,少年たちは ｢汚れ｣の魔

力に引きつけられてゆく｡ 『ピンチャー ･マーティン』(PincherMartin)で

は,神の錠を実践するナサニエ)i,(NathanielWalterson)がメア1)-(Mary

Lovell)との愛を成就するに及んで,メアリー-の想いを断念することを余儀

なくされたマーティン (ChristopherMartin)が,やはりメアリーを母,チ

(4)JuliaKristeva,PowersofHorror.･AnEssayonAbjection,trans.LeonS.
Roudiez(NewYork:ColumbiaUP,1982)54,71.
(5)WilliamGolding,LwdoftheFlies(London:FaberandFaber,1973)69.
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サニエルを父とするエディプス関係の中に封じこめられる｡ ナサニエルによ

る死刑の宣告が下るとともに,マーティンは永遠に実現を阻まれたメアリー

への強烈な欲望に身を焦がし,彼女の性的魔力にとりつかれ,その苦痛の頂

点で自己崩壊の快感に酔いしれる｡ マーティンの自己像は,ずたずたに寸断

されたものとなる｡"ChristopherandHadleyandMartinwereseparate

fragments…."(6)

ジョスリンも,同様の過程を経て ｢魔法をかけられた｣(Hbewitched")と

考えられる｡この ｢魔法をかけられた｣状態に特徴的なのは,他者の欲望の

模倣である｡エディプス期の幼児は,他者 (母または父)の欲望を模倣する｡

フロイ ト(SigmundFreud)が "FromtheHistoryofanInfantileNeurosis"

の中で論じているように,エディプス期にさしかかる一歳半の時,偶然,父

母の性行為を目撃したセルゲイ･パンケイエフ (SergeiPankeiev)は,まず

最初,母の欲望を模倣 し,次に父の欲望を模倣したといわれる(.7)ジラール

(ReneGirard)は,そもそも人間の欲望は他者の欲望を模倣したものである

として,エディプスの三角形に酷似した ｢欲望の三角形｣の理論を唱える(.8)

また,ラカン (JacquesLacan)は,｢自己の欲望は他者の欲望である｣ と明

言している-(.9)他者にとって代わることを禁じられた主体は,他者の欲望を模

倣することの中に快楽を見出す｡神の捉なるものによって自らに ｢性｣を禁

ずるジョスリンは,最愛の信徒グッディへの真率の欲情を,ロジャーの,グッ

ディに対する欲情のコピーに格下げすることで卑屈な享楽に甘んじている｡

これは窃視者の欲望充足 と異なるところはない(olO)苛酷な淀は,このようにし

て模便(非差異)状態,尭秩序,暴力,生費,自己崩壊 とそれに伴う独特の享

(6)WilliamGolding,PincherMa71in(London:FaberandFaber,1969)161.
(7)SigmundFreud,"FromtheHistoryofanInfantileNeurosis,"CaseHisto-
riesZI,trams.JamesStrachey(Harmondsworth:Penguin,1979)318,332.
(8)RenさGirard,Deceit,Desire,andtheNovel:SelfandOtherinLite71a町
Structure,trams.YvonneFreccero(Baltimore:TheJohnsHopkinsUP,1990)
1-52.

(9)JacquesLacan,EcritsZJ(Paris:Seuil,1971)175176.
(10)S.J.Boyd,TheNovelsofWZ.lliamGolding(Brighton:Harvester,1988)94.
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楽などを生み出すことになる｡これらはいずれもエディプス期またはそれ以

前に退行した状態,即ち ｢想像界｣に特有の現象なのである｡

本稿では,ラカンにならって,エディプスの三角形からの脱出不能に起因

する主体の退行した内的意識,及びそれが外在化された諸現象を一括して｢想

像界｣("theimaginary")の範境に収め,主体が父の錠に従って母なるもの

から離脱しエディプスの三角形から解放された状態を,｢象徴界｣あるいは｢象

徴秩序｣("symbolicorder")として扱う｡ 因みに,クリステヴァは,｢想像

界｣を支配する欲動を ｢原記号欲動｣("thesemiotic")と称する｡

主体を想像界から脱出させ象徴秩序に向かわせるべき綻 (｢父の綻｣)が想

像界の諸要素によって排除される事態が,この小説の中で着実に進行してゆ

く｡

ⅠⅠ

錠と,それを排除する要素との葛藤がもたらすエディプスの三珠みの状況

に特有の,主体的欲望喪失と他者の欲望の模倣傾向は,他者の欲望のコピー

に甘んずる堕落した心情を作り出す｡想像界に退行したこのような個人の意

識はそのまま外在化され,個性と差異を失った集団の意識を形成してゆく｡

工事人夫の集団や寺院周辺の一般民衆の行動も,想像界に退行したジョスリ

ンの内的意識を反映し始める｡集団の秩序は多様な個性 と微妙な差異に基づ

くものであり,個性と差異を失った集団は必然的に混乱と暴力を歴胎する｡

このような集団がひとたび主昆乱に陥れば,その原因を作 り出したと想定され

る人物を集団で抹殺しようとする｡ こうしたスケープゴー トに選ばれる対象

は,怪物,異邦人,部外者,精神的欠陥や身体的欠陥のある者,並み外れた

美しさをもつ者,完全無欠の者などであるといわれる(.ll)パニックに陥った集

(ll)RenさGirard,TheScapegoat,trams.YvonneFreccero(Baltimore:TheJohns
HopkinsUP,1989)31-32.
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団は,このような異分子が規律を乱したと考えるのである(.12)それが誰で,い

かなる思想,いかなる性格を持ち,どのような姿,形をしているにせよ,いっ

たん集団から異分子 と見なされれば,それはたちまち錠を解体する ｢汚れ｣

として位置づけられる｡それ故,このような集団は,誰が生費にされてもお

かしくない状況にある(.13)集団の秩序を混乱させるのは,勿論,このような｢異

分子｣の存在などではない｡その構成員が互いに他の欲望のコピーに成 り果

てて個性 と差異を失うことこそが原因なのである｡ つまり一人一人がエディ

プスの三角形に閉じこめられることこそ,おぞましいのである｡ それはロ

ジャーのphallusを有するグッディの存在に強 く魅惑されるジョスリンの内

的意識のおぞましさに外ならない｡魅惑された瞬間,彼の欲望は,グッディ

を占有したロジャーの欲望の単なるコピーに堕落する｡このようなジョスリ

ンの内的意識の急激な退行現象に呼応して,彼を取巻 く集団の意識の退行化

が進んでゆく｡

錠 と想像界との相互排除作用による退行現象に歯止めをかける手段として

生費に立てられる対象は,先に述べたように,本来なんら集団に害を及ぼす

ものではない｡コピー化した欲望の苦痛と快楽に狂乱し陶酔した集団は,そ

の混乱の責任をことごとく ｢異分子｣に転嫁する｡ この ｢異分子｣が,錠を

解体する ｢汚れ｣として集団の手で生費に追いやられてゆくのである0

｢汚れ｣をこのような形で排除すれば,それは更に破壊力を増して ｢提｣を

直撃することになる｡生費の数が増えるほど ｢捉｣は解体され,組織は壊滅

の危機に瀕する｡ジラールのいう ｢供犠の危機｣("thesacrificialcrisis")

である(.14)ジョスリンの意識の内にある ｢汚れ｣の源はロジャーと合体 した

グッディの性的魔力であり,彼はこの ｢汚れ｣を口を極めて罵る一方,はか

らずも燃え立つ "spire"を如何 ともし難 く,その日は,連結した動物の描か

(12)TheScapegoat21-22.
(13)TheScapegoat86.
(14)ReneGirard,VZolenceandtheSacyled,trams,PatrickGregory(Baltimore:
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れた床の上の紋章の図柄に否応なしに引きつけられる｡以後,彼は,供犠の

矛先を次第にこの合体像に向け始めるのである｡

排除された ｢汚れ｣が破壊力を増して ｢綻｣を揺るがすことを暗にほのめ

かしているのが,尖塔に対する地盤の反逆である｡"Someformoflife;that

whichoughtnottobeseenortouched,thedarknessundertheearth,

turning,seething,comingtotheboil"(79).｢汚れ｣の復讐は,また,例え

ば,ヤドリギの小枝の先の腐敗しかけた果実がジョスリンの靴に付着した時

の彼の反応と,それに続 く連想の中にも窺える｡

Amongtherubbishatthebottomofthepillarhesawtherewasa

twiglyingacrosshisshoe,Witharottingberrythatclungobscenely

totheleather.Hescuffedhisfootirritably;andasnowsooften

seemedtohappen,theberryandthetwigcouldnotbeforgotten,but

setoffawholetrainofmemoriesandworriesandassociationswhich

werealtogetherrandom.Hefoundhimselfthinkingoftheshipthat

wasbuiltoftimbersounseasoned,atwiginherholdputoutone

greenleaf.HehadaninstantvisionofthesplreWarpingand

brancllingandsprouting;andtheterrorofthatbadhimonhisfeet.

Imustlearnaboutwood,hethought,alldseethateveryinchofitis

seasoned;andthenherememberedthatthespirewasnotbegunnor

thetowercompletedtothetop;sohesatdownagainandblinkedup.

(95)

靴に付着した渠巣を神経質にこすり取ったジョスリンの脳裏に,ロジャー

とグッディの関係を連想させる小枝と腐敗しかけた渠巣の狭雑なイメージが

TheJohnsHopkinsUP,1989)49.
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拡が り,彼をますます混沌 とした過去の記憶の渦に引き込んでゆく｡このヤ

ドリギを踏みしだ くことは,北欧神話によれば,木の神を殺すことである｡

常緑樹のヤ ドリギは冬枯れした木々の再生を象徴し,ヤドリギが寄生してい

るかぎりその木は枯死することはないと信じられている｡パンガルの祖先が

建てたといわれるこの寺院の梁は,ヤ ドリギの好むオーク材が使われており,

これから尖塔の八角形の骨組みとなる木材 もオーク材である｡ヤ ドリギを潰

す彼の行動は,寺院を,尖塔を,そしてパンガルを潰すことに通ずる｡ ヤド

リギを ｢汚れ｣として排除することは,｢汚れ｣によるこれだけの復讐を覚悟

することでもあった(.15)

同じ状況は,ロジャーとの密会の場所から出てきたグッディと言葉を交わ

した後のジョスリンの行動の中にも見 られる｡ "Thenheshookhimself,for

hefelthercling,andthiswasbadforthework"(100).グッディのイメー

ジを振 り払うことによって,ジョスリンはますます色欲をかき立てられ,ま

た,それだけいっそう彼 は神の錠を強化 し,グッディと顔を合わすたびに彼

女の性的行動を問いつめ,詮索し,告白を強要したい衝動にかられる｡こう

した ｢性｣の告白の強要が,再びジョスリンの情欲の火に油を注 ぐことにな

る｡ "Imustgotoher,hethought,Imustsavewhatcanbesaved;buteven

ashehadthethought,hefelttheprurienceinhimlikealeprosy,andknew

(15)同じ神話は,また次のことを語っている｡パルデル(Balder)は,女神フリッ
グ (Frigg)によって天上,地上のあらゆる災難から身を護られているが,オー
クに寄生するヤドリギは天上のものでも地上のものでもない｡この情報を手に入

れたロキ (Loki)の粁計で,パルデルは盲目の神ホウダー (Hoder)の放ったヤ
ドリギの矢に倒される｡パンガルが胸にヤドリギを突き立てられて生費に供され

たのが,この神話に基づく異教秘儀によるものであるならば,パンガルはパルデ

ル,ジョスリンは差しずめロキということになろう｡ジョスリンの無謀な建築計

画が,工事人夫によるパンガル迫害の状況を作り出したからである｡北欧神話の
中のヤドリギをめぐるいずれの話も,ジョスリンがパンガル虐殺の加害者である

ことを示唆するために作者によって用いられたと考えられる｡DonCrompton,
A Viewfrom theSpire:Wz'lliam Golding'sLaterNovels(oxford:Basil
Blackwell,1985)46-51参照｡
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thatifheweretofindheralonetherewouldbenothingforitbuttoask,

andpry,anddemand,withoutknowingwhathewanted"(128).彼が求め

ているのは,勿論,グッディとの情交以外の何物でもない｡｢綻｣は,｢性｣

を排除,抑圧することによって却って ｢性｣の享楽を煽りたて,その反乱を

助長する(016)

グッディとロジャーの合体像に彼は執念深く目をつけ,異常に苛酷な錠を

二人に課する｡ロジャーに対しては,当初から不可能なことが判明している

仕事を神の名の下に強制し,その錠の理不尽さはロジャーとグッディとの情

事を更に発展させる｡ロジャーの子供をみごもったグッディは,ジョスリン

の暗黙の謹責に耐えかねて切迫流産で死亡する｡彼女は,｢綻｣を解体する｢汚

れ｣の源としてスケープゴー トにされたわけである｡その光景は 『蝿の王』

の中で,少年たちが母豚を生費にあげる時の凄惨な場面と異なるところはな

い｡その上,ここから先の話の展開は,『蝿の王』同様,組織の解体 と生費の

数の増加 との悪循環,即ち,｢供犠の危機｣が中心となる｡ロジャーのphallus

を内包するグッディを生費に供することで,グッディとロジャーの合体像は

消滅したかに見える｡労働者は一時的に落ち着きを取 り戻し,仕事は当分の

間,順調にはかどる｡だが,二人の残像は,時折,ジョスリンの眼前に鮮や

かに浮かび上がり,その ｢汚れ｣の性的魔力が,かつてないほど激しく彼の

心身を蝕み始める｡

結合両親像に直面した幼児は,先に述べたように,両親の欲望を模倣しよ

うとするが,このようなコピー化した欲望を生み出すエディプスの三角形の

閉塞状況 (｢想像界｣)の中で,幼児は結合像に対して破壊衝動を抱き,同時

に,自分の身体が寸断されるような感覚を経験するといわれる(.17)｢供犠｣と

(16)MichelFoucault,TheHl'sto73JOfSexuality:AnIntroduction,trams.Robert
Hurley(Harmondsworth:Penguin,1990)44-45.
(17)MelanieKlein,Love,GuiltandR勿ayationandOtherWoy滋s1921-1945
(London:Virago,1991)190,213,253-54.
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｢供犠の危機｣は,既にこの時点で芽生えているといっても過言ではない｡エ

ディプスの閉塞状況は,自他の区別のつかない非差異,融合,模倣の世界で

あり,この状態で他者を破壊することは,即ち,自己を破壊することに外な

らないからである｡

ジョスリンは,自分でも凡そ理不尽 と思えるような神の淀に従い,最愛の

女性との性関係すら忌避して,一切の ｢汚れ｣から逃れようとするが,結局

は最もおぞましいエディプスの枠組みに封じ込められ,コピー化した欲望に

身を引き裂かれる幼児の役割を演ずることになる｡言い換えれば,彼は神の

錠によって ｢想像界｣に幽閉されたわけである｡ラカンによれば,主体が,

エディプスの三角形における ｢母｣に触れることを厳然として禁ずる提 (｢禁

止の捉｣)が,カント (ImmanuelKant)の 『実践理性批判』(Kritik der

praktischenVernunft)の中に,また,その禁止によって他者および主体を

快楽の中に耽溺させる綻 (｢享楽の捉｣)が,サド(AlphonseFranGOis,comte

deSade)の作品の中に見出されるという｡これらの ｢綻｣はいずれも主体の

外側から一方的に押しつけられたものであり,主体を想像界に釘づけにする｡

そこでラカンは,それに代わるものとして ｢父の提 ｣,即ち ｢父の名｣("the

Name-of-the-Father,leNom-du-PeLre")を考える(.18)主体をエディプスの三角

形から解放して象徴界へ導くのは,この｢父の提｣(｢父の名｣)である(.19)｢父｣

は本来,主体を ｢母｣から解放する役割を担う｡しかるに,｢父の綻｣が妥当

性を欠けば,主体はいつまでも ｢母｣に縛られた状態に留まり,想像界から

脱出することができない(.20)母胎の生殖活動に伴う｢汚れ｣は,｢父の綻｣によ

り,記号象徴から裁然と区別された原記号欲動として位置づけられる｡記早

(18)EcritsIZ1191148.
(19)JacquesLacan,EcritsI(Paris:Seuil,1966)157-58.6critsIZ66172.
(20)AnikaLemaire,JacquesLacan,trans.DavidMacey(London:Routledge&
KeganPaul,1982)83.
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象徴と原記号欲動との二つの領域を分かつ ｢定立性｣("thethetic")は,し

かしながら,つねに原記号欲動によって脅かされる｡ ｢父の綻｣は,｢定立性｣

をそのつど再生産して,原記号欲動を止揚するための新たな記号象徴を次々

に作 り出す｡差異の世界はこのようにして形成される｡ 記号象徴秩序は,磨

記号欲動を抑えこむのではなく止揚することによってのみ象徴機能を果たす

ことができる.それ故,｢定立性｣には強靭さと柔軟さが必要とされる(.21)一方,

原記号欲動は,しばしば父権制とそれに基づ く宗教によって記号象徴秩序の

側から禁止を被る(.22)この種の宗教に見られる儀礼は,自己の存在が母胎の中

に取 り込まれる恐怖を払うためのものであるt23)こうした宗教の錠は,カント

の ｢禁止の綻｣やサドの ｢享楽の綻｣同様,｢定立性｣が硬直した錠 というこ

とができる｡このような錠が,記号象徴秩序から原記号欲動を徹底的に排除

する時,後者は前者を直撃し粉砕する(.24)主体は想像界に釘づけになり,非差

異と模倣のおぞましき世界が展開される｡

ジョスリンの人生を決定づける理不尽な神の錠は,｢定立性｣が硬直した淀

であり,｢汚れ｣から彼を解放するどころか,彼を果てしなく｢汚れ｣の攻撃

にさらすことになる｡

ⅠⅡ

既に述べたように,エディプスの閉塞状況は,自他の区別のつかない非差

輿,融合,模倣の世界である｡ ｢供犠｣と｢供犠の危機｣の悪循環はここに歴

胎している｡ この悪循環を食止める手立てはただ一つ,｢供犠｣に訴えずして

差異の世界 (象徴界)を構築することである｡ それには強靭かつ柔軟な ｢定

立性｣を有する ｢父の綻｣が不可欠である｡ジョスリンは果たしてこのよう

(21)JuliaKristeva,RevolutioninPoeticLanguage,trams.MargaretWaller
(NewYork:ColumbiaUP,1984)46-51.
(22)PowersofHonlOr901112.
(23)PowersofHorror64.
(24)RevolutioninPoeticLanguage83.
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な淀に辿りつくことができるのであろうか｡

｢供犠｣と｢供犠の危機｣は,ジョスリンを取り巻 く人々の集団の中で着実

に進行している｡グッディの死によって一時的にまとまりを見せた労働者集

団も,軟弱な地盤と,強風で傾き震え捻る巨大な柱と尖塔に恐れをなし,大

工道具をたたんで現場を去る者が,一人,二人と増えてゆく.棟梁のロジャー

自ら仕事に怯え,工事の最中に酒に浸りきり,殺人,姦淫,男色などが日常

化してしまった部下に対して施す術もない｡天使の加護かと思われたジョス

リンの背中の温もりには痛みが混じり,天使と悪魔が覇を競う｡グッディの

死は,結果的に,事態を急速に悪化させ,現場の混乱は周辺の一般民衆にも

波及する｡ 彼らは信仰の有無にかかわらず,傾いた寺院の柱を見てジョスリ

ンを罵倒し,折しも聖ヨハネの祝日前夜,悪魔崇拝者たちによって丘の上に

点じられたMidsummerNightの葦火は,寺院の塔頂から眺めた夕暮の空の

周縁を不気味に焦がす｡ジョスリンの信頼の最も厚い労働者のメンバーまで

が,仕事を一時放棄してこの祭りに参加する｡ 実は,これはパンガルを生費

に供する儀式だったのである｡ ジョスリンの内部で無数の崩壊が起こり,金

属板に映った自己像 (鏡像)を捉えることさえ困難となる｡

Someoneelsewasfacinghim.Thiscreaturewasframedbythe

metalsheetthatstoodagainsttheskyoppositehim.Foramoment

hethoughtofexorcism,butwhenheliftedhishand,thefigureraised

onetoo.Sohecrawledacrosstheboardsonhandsandkneesand

thefigurecrawledtowardshim.Hekneltandpeeredinatthewild

haloofhair,theskinnyarmsandlegsthatstuckoutofagirtand

dirtyrobe.Hepeeredincloserandcloseruntilhisbreathdimmed

hisownimageandhehadtosmearitoffwithhissleeve.(154-55)

生後 6カ月頃になると,幼児は鏡に映った自分の姿にナルシシズム的興味

を持つが,未だ母親像 (他者)との区別がつかない状態 (想像界)に留まっ
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ている｡ 生後18ヵ月頃には,既に鏡の中に自己の姿を捉え始めるという｡ 想

像界から象徴化活動の最も初期の段階へと到るこの1年間は,｢鏡像段階｣

("themirrorstage,lestadedumiroir")として位置づけられる(.25)鏡像の把

握とは,自己と他者の区別をつけること,自他が差異化されることである｡

これが象徴秩序への出発点となる｡ ジョスリンは金属板に映った自己の姿を

他者と区別することができない状態にある｡即ち,彼は ｢鏡像段階｣ 以前に

退行している｡彼の内面の象徴機能が,｢原記号欲動｣(｢汚れ｣) の攻撃を受

けて麻痔しているのである｡｢汚れ｣は断続的に彼の魂を脅かす｡魔女が出没

するという前夜祭の夜も更けた頃,彼は,異教徒の流儀によってパンガルの

胸に突き立てられていたのが,かつて濃雑な印象を彼に与えた,あの渠異を

つけているヤドリギの裂片であったことに気付かされ,それと同時に再び

グッディの強烈な性の魔力に襲われる｡"…shecame,treadingthegolden

mazewithbowedheadandbillowingdress,andthebalefiresshuddered

roundthem both.Hegroaned,outofhisterror. Ìam bewitched'"

(156).充たされぬ苦痛の極みの虚無的快楽は,他者の欲望の模倣の中で自己

が解体してゆく時に特有のものである｡ それは,グッディに対するジョスリ

ンの切実な欲望が,既にグッディをものにしたロジャーの欲望の単なるコ

ピーに成り果てる時の,卑屈でおぞましい快感である｡ この自己崩壊の感覚

は,｢鏡像段階｣以前に位置づけられる｢寸断された身体｣("fragmentedbody,

co咋smorcele'")(26)の状況に特有のもの,即ち,前述したように,エディプス

の三角形に閉じこめられて結合両親像に破壊衝動を抱 く幼児が,それと同時

に味わうあの自己の身体が寸断されるような感覚に外ならない｡

金属板に映ったジョスリンの鏡像は,彼の吐く息で,原形をとどめないほ

どぼやけている｡ 母豚の魔力に魅せられた 『蝿の王』の少年ジャック,ナサ

ニエルとの愛を成就したメアリーの魔性に喘ぐ 『ピンチャー ･マーティン』

(25)Em-tsz89-97.
(26)EcritsI93-94.
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のクリストファー ･マーティン,恋人ベアトリス (Beatricelfor)が既に他

の男のphallusを内包しているような妄想にかられ,身を切るような苦痛を

味わう 『自由落下』(FreeFall)のサミー (SammyMountjoy)｡ 彼らの鏡

像も一様に寸断されたものとなっている｡

気をとり直して再び神の軽を実践に移そうとするジョスリンは,ローマか

ら寄贈された ｢聖なる釘｣を塔頂に打ち込んで十字架をとりつけることが,

悪魔を払い神の錠を実現するための最後の手段だと考える｡しかしながら,

言うまでもなくこの淀は卑屈な快楽を伴っている｡グッディへの欲望が既に

ロジャーの欲望の模倣である以上,｢聖なる釘｣はロジャーのものであり,そ

れを打ち込むというジョスリンの究極目的は窃視者の欲望充足以外の何物で

もない｡"HesaidtotheNail̀Ohbequick!',forheknewthatwhenltwas

drivenhewouldhavepeace"(161).ジョスリンの夢に出現するのは,悪魔

と両性具有的に合体したグッディの姿である(027)ここにはロジャーとの合体

像,さらには結合両親像を想わせるものがある｡それは,心の安らぎどころ

か,苦痛の果ての虚無的快楽といった類いのものしか生み出さない｡"̀But

it'sjustagamewe'replaying,Father!'Inthisuncountrytherewasblue

skyandlight,consentandnosin.Shecametowardshimnakedinher

redhair.Shewassmilingandhummingfromanemptymouth.… Then

therewasawaveofineffablegoodsweetness,waveafterwave,andan

atonement.Andthentherewasnothing"(178).ジョスリンのこうした内

面に呼応するかのように,脊椎結核は時折,激痛を伴いながら日増しに悪化

し,建造中の塔は雷と嵐の中で崩壊の一途を辿り,突風にあおられた破片が

次々にジョスリンめがけて打ちかかる｡彼の背中には天使の温もりが消え失

せ,苦痛だけが残る｡ "SointheendJocelinfeltnothingbutthepainofhis

back…andapartfromthat,adissolvedgrieffromthroattonavel"(203).

(27)BernardF.Dick,"TheUnsearchableDispose,"CriticalEssa37SOn m.lliam
Golding,ed.JamesR.Baker(Boston:G.K.Hall,1988)80.
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だが,苦痛から快楽が失われた今,ジョスリンの内面に新たな可能性が芽生

えたとも言えよう｡苦痛の極みを卑屈な快楽に転ずるのではなく,その苦痛

をまともに見据え,その中に自己の真の姿を捉えることができれば,その控舜

間,内面の崩壊は一挙に修復され,高次元の象徴を獲得しうる可能性がある｡

自己の姿を捉えるとは即ち,とどまるところを知らぬ苦痛と崩壊と汚辱の

真っ只中で,それらを包括するだけの柔軟さと強靭さを備えた ｢定立性｣を

心の内に築き上げることである｡このようにして初めて,象徴秩序は原記号

欲動の増殖を止揚することができる｡

これは ｢崇高さ｣("thesublime")を生み出す源でもある｡このことに関

してクリステヴァは,"Inthesymptom,theabjectpermeatesme,Ibecome

abject.Throughsublimation,Ⅰkeepitundercontrol.Theabjectis

edgedwiththesublime."(28)と述べる｡ 病状が進み,終日,床に臥したまま

の生活となったジョスリンは,ある天気の良い日,看病に当たっているアダ

ム神父(FatherAdam)の留守を見計らって床を離れ,こっそり散歩に出る｡

外は新鮮な大気と光に満ち溢れ,生い繁った草木の芳香が漂う｡しばし背の

痛みも忘れて薪の山に寄りかかると,苦痛が溶解して涙と化す｡うす紅色と

黄金色と白の天使たちが,空に,地上に,泉に,大理石に,あるいは林檎の

樹に群がり,光の中で燦然ときらめく｡木々が覆いかぶさっている川面の一

点で,空のすべての青さが凝結しサファイアのような-羽のカワセミとなっ

て一瞬,輝きを放つ｡鳥は飛び去り,二度と戻らない｡ だが,ジョスリンの

内面を照らし出したその鮮やかな青さは消え残る｡ "̀No kingfisher will

returnforme.'Allthesame,hesaidtohimself,iwasluckytoseeit.

Nooneelsesawit"(205).

余命いくぼくもないジョスリンが心身ともに朽ち果てる寸前に捉えたこれ

ら一連の風景は,いずれも崇高なイメージに包まれている｡ ゴールディング

(28)PowersofHonlOYll.
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の作品の真髄は,｢汚れ｣の極みを ｢崇高さ｣へと止揚する場面にあるといっ

ても過言ではない｡『蝿の王』では,狂気にかられた仲間の少年たちに殺害さ

れたサイモンの死体と,その血にとりついた無数の不気味な微生物が波打ち

際で恐るべき光景を呈するが,夜になり満天の星の下,サイモンは今や銀色

に光 り輝 く微生物に全身を縁取られ,満潮の海に向かって旅立ってゆく｡『後

継者たち』(TheJnheritoy:S)においても,妻と子供を｢新しい人間｣(theNew

People)に殺され孤立無援 となったネアンデルタール人ロク (Lok)の眼帯

から溢れる涙が,やはり銀色に輝きながら頬を伝い,あごひげを濡らし,銀

色の雫となって枯葉をたたく｡『可視の暗闇』(DarknessVl'sible)でも,身代

わりの生費としてガソリンの火で焼死したマテイ(Matty)が,全身を黄金の

眩しい光に包まれて蘇る｡ いずれの登場人物も汚辱にまみれ苦痛に全身を貫

かれながらも,最後にはそれらを限りなく包みこむ高次元の象徴を獲得する｡

ここには,｢汚れ｣から真に人を解放する錠が確立されている｡ジョスリンは,

その日の風景の中に,理不尽な神の捉ではなく,元来人間の魂に備わってい

る淀を直観的に捉えることができたのである｡

しかし,ジョスリンが自己の魂の崩壊を修復する可能性を見出したのは,

もちろん彼一人の力だけによるものではない｡彼の過去の手記をアダム神父

に読み聞かされ,幼児からの生い立ちをアンセルム神父から告げられた時,

ジョスリンは,初めて過去の時間の断片を現時点の意識の中心に繋ぎ留める

ことができたのである｡ 現時点における自己の存在が崩壊しているというこ

とは,とりも直さず,過去の時間が破片となって散乱し,現時点の意識の中

心に接合されていないことに外ならない｡なぜなら,現時点における自己の

存在は,過去の痕跡を拾い集めながら未来へと向かう時間の流れの中に,そ

のつど位置しているからであるt29)しかし,過去の時間の破片が現時点の意識

(29)EdmundHusserl,OnthePhenomenologyoftheConsciousnessofInternal
TZme(1893-1917),trams.JohnBarnettBrough (Dordrecht.IKluwer,1991)
116-19.
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の中心に接合されていなければ,この時間の流れは凝固する(.30)それ故,エ

ディプスの三角形によって崩壊した自己を,この三角形を含む空間の中だけ

で修復することは無理である｡ グッディとロジャーの結合像は,一時間の流れ

が停滞した彼の意識から決して消え去ることはない｡そのイメージが生ずる

以前にまで時間を遡らないかぎり,言い換えれば,グッディとロジャーとの

関係が進展する以前の自己の姿を捉えないかぎり,再びこの三角形の枠に封

じ込められる危険性がある｡ 時間の流れの澱んでいる意識の中にこのイメー

ジが生ずるかぎり,彼は永遠にこの三角形の中に閉じこめられて,差異の世

罪 (象徴界)へと脱出することができない｡それ故,時間を無視した空間の

中だけでの自己は,いかなる努力にもかかわらず模倣(非差異)状態を続ける

ことになる｡現時点における自己の存在 (現存在)は,どこをとっても,そ

の中に必ず過去から未来へ流れる時間の軌跡が含まれており,必然的に差異

化されているt31)メルロー-ボンティ (MauriceMerleau-Ponty)の言うよう

に,疾馬区する馬を描いた優れた絵画の特質は,決して写真のような静止画像

にあるのではなく,以前の動作から次の動作へ絶えず移ってゆくものとして

馬の姿を捉えるところにある(.32)そこには,刻々差異化された馬のイメージが

描き出されている｡ジョスリンが,自己を差異の世界に位置づけるためには,

こうした時間の流れの中で自己を捉え直す必要があった｡この意味でアダム

神父の読んだジョスリンの手記と,アンセルム神父の語ったジョスリンの生

い立ちは,ともに大きな価値があると言えよう｡

ジョスリンの手記によれば,寺院の建物は生きて祈る人間の姿であり,そ

の人間に教育を施すための浩瀞な書物はその体内にある｡〃̀Nowletmebe

(30)L.ビンスワンガ- 『妄想』宮本忠雄･関 忠盛訳 (東京 :みすず書房 1990)
65参照o
(31)MichelFoucaultandLudwigBinswanger,D71eamandExistence,ed.Keith
Hoeller(AtlanticHighlands:Humanities,1993)63.
(32)MauriceMerleau-Ponty,"EyeandMind,"ThePrimacyofPerceptionand
OtherEssaysonPhenomenologicalZbcholoEy,thePhilosop勿/ofArt,HistoPy
andPolitics,ed.JamesM.Edie(Evanston:NorthwesternUP,1989)185-86.
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precise.Ihadseenthewholebuildingasanimageofliving,praylng

man.Butinsideitwasarichlywrittenbooktoinstructthatman'"

(192).だが,やがて彼は内部の書物よりも外部の建物こそが神の錠を体現す

るものであるという考えに傾いてゆく｡"̀Thechurchwasthere;butthe

ultimateprayer,spiringupwardfromthecentre- physicallyspeaking,

didnotexistatall.AndfromthatmomentIknewwhyGodhadbrought

mehere,hisunworthyservant- '"(193-94)究極的祈りを実現するため

にはそれにふさわしい尖塔を建立する必要があり,自分こそ,その任務遂行

のために神が遣わした人物である,と彼は考える｡ 尖塔建立のためにはいか

なる犠牲も厭わないという彼の愚行は,ここから始まるのである｡ また,見

習い僧の頃から彼の指導に当たってきたアンセルム神父によれば,ジョスリ

ンは祈りの基本的知識すら身につけていない｡祈 り方も書物の読み方も知ら

ない彼が,一気に首席司祭の地位にまで昇りつめた背景には,伯母アリスン

(Alison)と懇意の間柄にあった前国王の庇護があった｡その証拠に,国王の

死後,彼の昇進は止まったのである｡ジョスリンが,狩猟狂いの少年アイヴォ

ウ (Ⅰvo)を取り立てて大聖堂参事会員に推挙したのも,その少年の父親から

尖塔の建築資材の提供を受けているというだけの理由によるものであった｡

その一方で,尖塔建立に異議を唱えるアンセルム神父に対しては,公衆の面

前でその発言を封じ着席を強いる｡

このように,ジョスリンにとって神の錠は,内面から身についたものでは

なく,外面から押しつけられたものなのである｡『紙の男』(ThePaperMen)

の中に登場する作家バークレー (WilfredBarclay)同様,ジョスリンも外骨

格 ("exoskeletal")をもった動物に癒えられようt33)固い甲羅の内側は ｢綻｣

の欠けた原記号欲動が渦を巻き,外側からは記号象徴秩序としての神の淀が

一方的に押しつけられ,原記号欲動を甲羅の中に封じ込めている｡ この甲羅

は,いわば ｢硬直した定立性｣なのである｡ この硬直した定立性を挟んで,

(33)WilliamGolding,ThePaperMen(London:FaberandFaber,1984)114.
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原記号欲動と記号象徴秩序が閲ぎ合っていると考えられる｡神の錠が強まれ

ば強まるほど,甲羅の内側の ｢汚れ｣は拡大してゆく｡ ジョスリンが自らを

"̀Ⅰ'mabuildingwithavastcellaragewheretheratslive…='(210)と評す

るのは正鵠を得ている｡ この固い外骨格があるかぎり,｢綻｣は,神の錠とい

えども,結局は卑屈な｢享楽｣につながってゆくであろう｡時間を遡行して,

このような自己の姿の断片を一つ一つ丹念に拾い集め,それらを意識の中心

に接合して初めて,彼は,時間の流れの中に刻々位置づけられてゆくその瞬

間瞬間の自己の存在を取り戻し,差異の世界に参加する｡ そのようにして初

めて,｢定立性｣が柔軟さを取 り戻し,原記号欲動を止揚するための新たな記

号象徴を連続的に作り出すことが可能となる｡ カワセミの輝きは,彼が初め

て捉えた現存在 (Dasein)の輝きでもあった｡

Ⅳ

グッディの死以来,心身に変調を来したロジャーは,ついに自殺未遂で床

に臥したままの生活となる｡謝罪に訪れたジョスリンを,ロジャーがこっぴ

どく罵倒したことをきっかけに,労働者たちが一般民衆と呼応してジョスリ

ンに対する襲撃を開始する｡ パンガル,グッディ,ロジャーを次々とスケー

プゴートに追いやったジョスリンは,｢供犠の危機｣によって,ついに自らス

ケープゴー トとなるのである｡僧衣をずたずたに引き裂かれ,首に巻きつけ

られたロープの先端に,キリスト傑刑を思わせる十字に組んだ桁の残骸を引

きずったジョスリンは,アイヴォウの声の入り混じった暴徒の噸笑を逃れ,

闇をかすかに照らす月の光を頼りに,溝に落ちたり壁の支えを失って転倒し

たりしながらも歩み続け,十字架の意味のこめられた四辻の路上で気絶する｡

だが,ここでも彼は苦痛を苦痛そのものとして捉え,もはやそれを卑屈な快

楽に置換えることはしない｡批評家によって意見が分かれる次の場面はどう

であろうか(.34)死ぬ間際のジョスリンが,例によってグッディへの情欲を燃え

(34)キンキード･ウイ-キーズ (Kinkead-Weekes)とグレガ- (Gregor)は,こ
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立たせ,依然 として卑屈な快楽に耽溺していることを意味しているのであろ

うか｡

Helookedupexperimentallytoseeifatthislatehourthewitchcraft

hadlefthim;andtherewasatangleofhair,blazingamongthestars;

andthegreatclubofhisspireliftedtowardsit.That'sall,he

thought,that'stheexplanationifIhadtime:andhemadeawordfor

FatherAdam. B̀erenice.'(221)

この一節から "thestars"と "Berenice"の二要素を取 り去れば,相変わ

らずェディブスの枠組みに捉われた窃視者 としてのジョスリンの,この上 も

なく悲惨な欲望充足の姿だけが残される｡しかも,ここには,以前のような

低次元の快楽すら剥脱されている｡ 際限のない欲望充足は際限のない苦痛を

生み出すのみである｡ だが,その際限のない苦痛の中に ｢星空｣ と ｢髪座｣

が忽然 と浮かび上がる｡ この描写は,『蝿の王』において,無数の微生物に食

い荒らされるサイモンの死体が,いつしか光 り輝 く銀色の縁取 りを施された

姿へと変身を遂げる場面を想起させる｡ 殊に,散開星団 ｢ベレニケの髪座｣

(Coma Berenices)には,エジプ ト王エウエルゲテスの妻ベレニケ (Ber-

enice)が夫の戦勝を祈願 して,その美しい髪を祭壇に捧げたという故事来歴

があり,性愛が昇華した形 ともいえるものである｡ ジョスリンに魔法をかけ

たグッディの毛髪は既に星団となり,彼の情欲を昇華させるものとなったと

の場面を =SoJocelin'sspirecanbeseenasanerectphallusliftedtowardsthe
girlhelustedafter.Thewholethingwasasubstitutegratificationfora
needhewouldneverconsciouslyacknowledge,aself-erectionforself-
fulfilment"(230)と断定し,ジョスリンが相変わらず欲望のコピーに堕落して
いることを指摘する｡一方,同じ場面を "Butnosingleconceptionofcorrup-
tionsufficeseither,foritisGolding'spointthatthephysicalandspiritualare
perpetuallyintermingled"(188-89)と解釈するヴァージニア･タイガー (Vir-
ginia Tiger)は,そこに果てしなく止揚される象徴性を読みとっている｡
Kinkead-WeekesandGregor,Wz'lliamGolding:ACriticalStudy及びTiger,
W7'lliamGolding:TheDa71kFieldsofDiscove7yの該当ページ参照.
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考えられる｡それ故,この一節も,苦痛の極みを崇高さへと止揚させる描写

の一環 として位置づけられるべきものであり,続 く一節も同様である｡

Roundthedivisionwastheblueofthesky.Thedivisionwasstill

andsilent,butrushingupwardtosomepointatthesky'send,and

withasilentcry.Itwasslimasagirl,translucent.Ithadgrown

from someseedofrosecolouredsubstancethatglitteredlikea

waterfall,anupwardwaterfall.Thesubstancewasonething,that

brokeallthewaytoinfinityincascadesofexultationthatnothing

couldtrammel‥‥ Whatisterrorandjoy,howshouldtheybemixed,

whyaretheythesame,theflashing,theflyingthroughthepanicshot

darknesslikeabluebirdoverwater?…Inthetide,flyinglikea

bluebird,Struggling,shouting,screamingtoleavebehindthewordsof

magicandincomprehension- Zt'slZkeikeappletree!(223)

尖塔は,卑屈な欲望充足に留まることなく,無限に高められている｡遡る

滝の新鮮な輝きは,転落 と上昇を一体化する｡ 重要なのは,このイメージに

含まれる光 と色彩 と動 きである｡"translucent"は川の水,"blue,""rose-

coloured"はカワセミの羽毛の色であろう｡臨終の床にあるジョスリンの験

には,川面を矢のように飛期する青い鳥の輝きが蘇っているのである｡この

動き,この輝 きのあるかぎり,ジョスリンは,時間的にも空間的にも差異の

世界 (象徴界)への脱出を果たし,エディプスの枠から解き放たれる｡ 原記

号欲動を限りなく止揚する強敵で柔軟な魂が,恐れと歓喜,闇と光を同時に

包括し,尖塔は,善悪を知る林檎の樹の如 く,地上と空,人間と天使,堕落

と信仰のどちらの世界にも触れるものとなる(.35)

死の間際のジョスリンの唇の動きが "God!God!God!"と解されるとして

(35)SamuelHynes,W2'lliam Golding(NewYork:ColumbiaUP,1968)44.
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も,その神は,グッディに触れることを厳然として禁ずるような類いのもの

ではない｡一方,それが "God"ではなく"Goody"と判断されるとすれば,

彼女はもはや天上でジョスリンを誘惑するような存在ではありえない0｢捉｣

は,今や,ジョスリンに外側から苦痛を与えたり享楽を強いたりするもので

はなく,逆にそのような状態から彼を解放する役割を果たしている｡


